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優良図書の推奨　平成２０年１２月分








○せんねんまんねん


まど・みちお／詩　柚木沙弥郎／絵


【小学生（低学年）向け】





あらゆるいのちとあらゆることは、つながっている。これまでも、そしてこれからも・・・。


童謡「ぞうさん」で知られる詩人まど・みちおの言葉が、柚木沙弥郎の絵によって、雫のように深く胸に落ちてくる絵本。


詩は易しいが、内容深く、親子の会話を通して多くを伝えたい。親子でいっしょに読んでもらいたい一冊。





理論社　\1,500（税別）


ISBN978-4-652-04066-9　１冊（ページ付なし）


28×24cm





○しちどぎつね　上方落語・七度狐より


たじまゆきひこ／作


【小学生（低・中学年）向け】





上方落語の七度狐（しちどぎつね）をもとに書かれた絵本。


大阪の仲のいいふたり連れ、きろくとせいはちはお伊勢参りに。旅の途中、お腹がすいて畑からすいかを盗んだ二人。でも、まだうれていなくて食べられない。きろくが捨てたすいかは、きつねの頭にごつんとあたったのだが、このきつね、ただのきつねではなく、一度人に悪さをされると七度仕返しをすると





くもん出版　\1,500（税別）


ISBN 978-4-7743-1375-7　40P　26×26cm





○先生と老犬とぼく


ルイス･サッカー／作　はらるい／訳　むかいながまさ／絵


【小学生（中・高学年）向け】





小学３年生のマーヴィンは、担任の先生に一週間留守の間、老犬ウォルドーの世話を頼まれる。


初めてのアルバイトに毎日張り切って先生の家に出かけるマーヴィン。しかし、老犬は１７歳で、人間にすると１１９歳とのこと。散歩は２、３歩歩いては一服するし、食欲もない。


ウォルドーは、いろいろな誘惑にもまけず、一生懸命けなげに努力するのだが・・・。


「先生と老犬とぼく」二人と一匹の心温まるお話である。





文研出版　\1,200（税別）


ISBN 978-4-580-82033-3　119P　22×16cm　NDC933





○宇宙においでよ！


野口聡一／著　林公代／文　植田知成／イラスト


【小学生、中学生向け】





宇宙飛行士の野口聡一さんから、「宇宙時代」に生きる若い人たちに向けたメッセージ。


野口さんが初飛行で体験した宇宙生活の紹介、宇宙飛行士になるまでのいきさつ、自身も


２００９年末から約半年間くらす予定の宇宙ステーションのことなど、宇宙についてたっぷり紹介してくれる。


また、宇宙飛行士として命や夢と向き合い、家族や仲間と接してきた思いが綴られている。


親しみをこめて語りかける文章で、宇宙や野口さんへの親近感が増す一冊である。





講談社　\1,400（税別）


ISBN 978-4-06-214546-6　175P　21×15cm　NDC538





○美しいハンナ姫


マリア・ケンジョジーナ／作　足達和子／訳


【小学生（高学年）向け】





ポーランドに古くから伝わる民話をモチーフとして、ポーランドの作家が物語にまとめた作品集。


表題の「美しいハンナ姫」は、七つ山を越え七つ川を越えたむこうに世界でいちばん美しい姫がいると聞いたハヌシ王子が、彼女を花嫁にしようとする。しかし、ハンナ姫は、世界中のどんな王子も自分にはつりあわないという高慢な姫。賢いハヌシ王子がハンナ姫と結婚するまでのお話。表題作のほか、５話のお話を収録。








岩波書店　\720（税別）


ISBN 978-4-00-114153-5　308P　18×13cm　NDC989





○漂泊の王の伝説


ラウラ・ガジェゴ・ガルシア／作　松下直弘／訳


【小学生（高学年）向け】





６世紀ごろのアラビアを舞台とした歴史ファンタジー。


砂漠の王国、キンダの王子ワリードは申し分のない王子だった。ところが、ある時貧しい絨毯（じゅうたん）織りに不当な仕打ちをしてしまい、絨毯織りは死んでしまった。


ワリードは「漂泊の王」となり、各国を変遷し、さまざまな人々と交流する。そのたびに自分の生き方を振り返り新しい生き方を選んでいく。


さまざまな経験を積んだワリードは、真心のこもった詩を詠唱できる詩人となる。





偕成社　\1,500（税別）


ISBN 978-4-03-540480-4　315P　22×16cm　NDC963





○シュワはここにいた


ニール・シャスタマン／作　金原瑞人、市川由季子／共訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





シュワという影が薄く友人も少ない男の子とその存在に関心を持った主人公アンツィの男の子同士の友情物語。


アンツィは友人たちと冒険的な実験を行う悪がき。実験中にシュワに出会い、興味を引かれていく。二人が同じ女の子を好きになったり、シュワの生い立ちを調べるアンツィの心の葛藤も見事に描かれ、どんどん読み進みたくなる。


友情の大切さをテーマにした作品で、友だち関係が希薄になりがちな現在の青少年にはぜひ読んでほしい。





小峰書店　\1,600（税別）


ISBN 978-4-338-14421-6　357P　20×14cm　NDC933





○林家正蔵と読む落語の人びと、落語のくらし


林家正蔵／監修　小野幸恵／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





江戸の長屋に住んでいる人々の楽しみは何か、どんな食べ物を食べていたのか―。本書を読むと、江戸という時代が生き生きとよみがえる。


長屋、そば屋台、お花見、相撲など、落語の舞台になっている風景や生活習慣などを、落語のお話からわかりやすく解説。


浮世絵や当時の写真、資料も掲載し、今とは違う江戸の人々の暮らしぶりや価値観がわかる本。


本書をきっかけに、落語の世界を今よりもっと楽しむことができる。





岩崎書店　\1,200（税別）


ISBN 978-4-265-04280-7　159P　22×16cm　NDC779





○ぼくとルークの一週間と一日


ダイアナ・ウィン・ジョーンズ／著　大友香奈子／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





両親が死んで大おじ一家にひきとられたデイヴィッド。しかし、いつも感謝を求められ、うんざりしていた。


そんなデイヴィッドのもとに、不思議な少年ルークが現れる。


それがとんでもない休暇のはじまりで、火事が起きたり、怪しげなやつらがうろうろしたり、デイヴィッドの生活は一変する。


少年の友情と冒険を愉快に描いた物語である。





東京創元社　\1,800（税別）


ISBN 978-4-488-01961-7　264P　20×14cm　NDC933





岩波書店　\740（税別）


ISBN978-4-00-500604-5　183P　18×11cm　NDC782





１９歳で骨肉腫を発症し、右足膝下を切断するという大手術を乗り越え、アテネ・北京パラリンピック選手として活躍する著者の道のりを語る。


闘病やリハビリ、様々な困難を克服し、多くの理解者、指導者との出会いを通して障害者と健常者のかけ橋になりたいと願い、行動する著者。その努力と不屈の精神が易しい言葉で語られる。


著者が記した「何事にも情熱を傾け、挑戦し続ける」ことの大切さを学んでほしい。





○夢を跳ぶ　パラリンピック・アスリートの挑戦


佐藤真海／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】








いうきつねだった。二人のやりとりがおもしろく、楽しく読める一冊である。








